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作成日：２００９年　　２月　　１日

改定日：２０２２年　　５月　１２日

1　化学品及び会社情報

化学品名 ：亜硫酸ソーダ（Sodium hydrogen sulfite）

会 社 名 ：南海化学株式会社

住所 ：大阪市西区南堀江１丁目１２番１９号

担当部門 ：営業本部　大阪ケミカル営業部

電話番号 ：０６-６５３２-５５９１

ＦＡＸ番号 ：０６-６５３２-５５９７

緊急連絡先 ：営業本部　大阪ケミカル営業部

電話番号 ：０６-６５３２-５５９１

整理番号 ：013

２　危険有害性の要約

ＧＨＳ分類

物理化学的危険性 爆発物 ：区分に該当しない

可燃性ガス ：区分に該当しない

エアゾール ：区分に該当しない

酸化性ガス ：区分に該当しない

高圧ガス ：区分に該当しない

引火性液体 ：区分に該当しない

可燃性個体 ：区分に該当しない

自己反応性化学品 ：区分に該当しない

自然発火性液体 ：区分に該当しない

自然発火性個体 ：区分に該当しない

自己発熱性化学品 ：分類できない

水反応可燃性化学品 ：区分に該当しない

酸化性液体 ：区分に該当しない

酸化性個体 ：区分に該当しない

有機化酸化物 ：区分に該当しない

金属腐食性化学品 ：分類できない

鈍性化爆発物 ：区分に該当しない

健康に対する有害性 急性毒性（経口） ：区分に該当しない

急性毒性（経皮） ：分類できない

急性毒性（吸入：気体） ：分類できない

急性毒性（吸入：蒸気） ：分類できない

急性毒性（吸入：粉塵及びミスト） ：分類できない

皮膚腐食性/刺激性 ：区分2

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性 ：区分2B

呼吸器感作性 ：区分1

皮膚感作性 ：区分1

生殖細胞変異原生 ：分類できない

発がん性 ：分類できない

生殖毒性 ：分類できない

特定標的臓器毒性（単回ばく露） ：区分3（気道刺激）

特定標的臓器毒性（反復ばく露） ：区分2（呼吸器）

誤えん有害性 ：分類できない

環境に対する有害性 水生環境有害性　短期（急性） ：区分に該当しない

水生環境有害性　長期（慢性） ：区分に該当しない

オゾン層への有害性 ：分類できない

安全データシート
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 GHSラベル要素

絵表示 ：

注意喚起語 ：危険

危険有害性情報 ：金属腐食のおそれ

皮膚刺激

眼刺激

吸入するとアレルギー、喘息又は呼吸困難を起こすおそれ

アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

呼吸器への刺激のおそれ

長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ

注意書き

安全対策 ：使用前にＳＤＳを読み安全注意を理解するまで取扱わないこと。

他の容器に移し替えないこと。

この製品を使用する時には、飲食及び喫煙をしないこと。

指定された個人用保護具（安全帽、保護眼鏡、保護面、呼吸器用保護具、保護手袋、保護

衣、保護長靴など）を着用すること。

工程を密閉化して取り扱い、亜硫酸ガス（分解生成物）を遮蔽する。又は局所排気装置を

設置した場所で取り扱い、ミスト・亜硫酸ガスの吸入を避ける。

取扱った後は、手、顔などをよく洗うこと。

耐食性容器、部材で取り扱うこと。

救急処置 ：眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容

易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。

皮膚（または毛）にかかった場合は、直ちに汚染された衣類を全て脱ぎ、皮膚を流水又は

シャワーで洗うこと。

汚染された衣類を再使用する場合には、洗濯すること。

皮膚に付着した場合、眼に入った場合、飲み込んだ場合、吸入した場合は、直ちに医師に

連絡すること。

保管 ：容器を密閉し換気の良いところで施錠して保管すること。

廃棄 ：内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託すること。

３　組成及び成分情報

化学物質・混合物の区別 ：混合物

化学名又は一般名 ：亜硫酸ナトリウム 水

慣用名又は別名 ：亜硫酸ソーダ、亜硫酸曹 -

CAS No. ：775783-7 7732-18-5

成分及び濃度 ：Na2SO3　19～23.5％ -

化学式 ：Na2SO3 H2O

官報公示整理番号 ：（1）-502（化審法） -

４　応急措置

吸入した場合 ：鼻、喉を刺激するので、直ちに水でうがいをし、新鮮な空気の場所に移動させ、呼吸し

やすい姿勢で休息させること。

気分が悪い場合には直ちに医師の診断を受ける。

皮膚に付着した場合 ：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぎ又は取り除くこと。

多量の石鹸と水で洗うこと。

皮膚刺激又は発疹がおきた場合は、医師の診断、手当を求めること。

気分が悪い場合には直ちに医師の診断を受ける。

汚染した衣類は再使用する前に洗濯すること。

眼に入った場合 ：水で数分間注意深く洗うこと。

コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後洗浄を続けるこ

と。

眼の刺激が持続する場合には、医師の診断、治療を受ける。

飲み込んだ場合 ：速やかに口をすすぎ、医師の手当て、診断を受けること。
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応急措置をする者の保護に必要な ：「8　ばく露防止及び保護処置」の項に記載の保護具を着用する。

注意事項

５　火災時の措置

適切な消火剤 ：不燃性であるため、周辺火災に適合した消火剤を使用する。

使ってはならない消火剤 ：情報なし

火災時の特有の危険有害性 ：不燃性であり、それ自身は燃えないが、加熱されると分解して、刺激性、腐食性又は毒性

の亜硫酸ガスが発生する恐れがある。

特有の消火方法 ：危険でなければ火災区域から容器を移動する。

移動不可能な場合、容器及び周囲に散水して冷却する。

消化作業は風上から行い、分解ガスを吸入しないように心掛ける。

消火活動を行う者の特別な保護具 ：消火作業の際、適切な空気呼吸器を含め防護服（耐酸性）及び長靴を着用する。

及び予防措置

6　漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具及 ：漏出した場所の周辺にロープを張るなどして関係者以外の立入りを禁止する。

び緊急時措置 作業者は適切な保護具（「8　ばく露防止法及び保護処置」の項目を参照）を着用し、眼、

皮膚への接触や吸入を避けること。

回収が終わるまで充分な換気を行うこと。

密閉された場所に入る前に換気すること。

環境に対する注意事項 ：河川、下水道、土壌に排出されないように注意する。

漏洩物を掃き集め、密閉できる空容器に回収する。

漏洩物が飛散する場合は、水を散布し、湿らしてから回収する。

回収した漏洩物は、後で産業廃棄物として適正に処分廃棄する。

後処理として、漏洩場所は大量の水を用いて洗い流す。

封じ込め及び浄化の方法及び機材 ：危険でなければ漏れを止める。

排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

７　取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策 ：「8　ばく露防止及び保護具措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着用する。

安全取扱注意事項 ：すべての安全注意を読み、理解するまで取扱わないこと。

接触、吸入又は飲み込まないこと。

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。

取扱い後はよく手を洗うこと。

屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。

接触回避 ：「10　安全性及び反応性」を参照。

保管

安全な保管条件 ：耐腐食性容器に密閉し、高温、直射日光を避ける。

酸化剤から離して保管すること。

換気の良い場所で保管し、施錠すること。

25℃以下では貯蔵や配管内で結晶が析出するおそれがあるので、貯蔵や配管を加熱、保

温する必要がある。

安全な容器包装材料 ：製品は金属腐食性であるため、塩化ビニル、ポリエチレン、FRP等、必要な強度を持った

耐食性容器に保管する。

８　ばく露防止及び保護措置

管理濃度 ：設定されていない

許容濃度

米国産業衛生専門家会議 ：TLV-TWA　2ppm（SO2として）

（ACGIH）（2001年） TLV-STEL　5ppm(SO2として)

日本産業衛生学会 ：設定されていない

（2013年）

設備対策 ：この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗顔器と安全シャワーを設置すること。

取扱場所には局所排気装置又は全体換気装置を設置すること。
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保護具

呼吸用保護具 ：換気が十分でない場合には、呼吸用の保護具を着用すること。

手の保護具 ：保護手袋を着用すること。

眼、顔面の保護具 ：保護眼鏡（普通眼鏡型、側板付き普通眼鏡型、ゴーグル型）を着用すること。

皮膚及び身体の保護具 ：不浸透材質の保護服、保護長靴を着用すること。

９　物理的及び化学的性質

物理的状態 ：液体

色 ：無色又は、わずかに黄色がかった透明な液体

臭い ：強い亜硫酸ガス臭

融点・凝固点 ：約25℃（凝固点）

沸点又は初留点及び沸点範囲 ：データなし

可燃性 ：不燃性

爆発下限界及び爆発上限界/可燃 ：不燃性

限界

引火点 ：非引火性

自然発火点 ：不燃性

分解温度 ：データなし

ｐH ：8.0～9.0

動粘性率 ：データなし

溶解度 ：水と任意の割合で混和

ｎ-オクタール/水分配係数 ：データなし

蒸気圧 ：データなし

密度及び/又は相対密度 ：1.2～1.3（20℃）（密度）

相対ガス密度 ：データなし

粒子特性 ：データなし

１０　安定性及び反応性

反応性 ：酸類、酸化剤に対して激しい反応を示す。

化学的安定性 ：常温空気中では徐々にSO2を放出し、酸化されて硫酸ナトリウムになる。

加熱により分解し、酸化ナトリウム及び二酸化硫黄の有害ガスを発生する。

危険有害反応可能性 ：酸化剤と接触すると激しく反応し発熱する。

酸類と接触すると有害な亜硫酸ガスを発生する。

避けるべき条件 ：直射日光及び高温条件下。

混触危険物質 ：酸類、酸化剤

危険有害な分解生成物 ：亜硫酸ガス

１１　有害性情報

急性毒性

経口 ：ラット　LD50　3560㎎/㎏（SIDS 2008）（亜硫酸ナトリウム無水として）より、区

分に該当しないとした。

経皮 ：データなし（分類できない）

吸入（気体） ：データなし（分類できない）

吸入（蒸気） ：データなし（分類できない）

吸入（粉じん及びミスト） ：データなし（分類できない）

皮膚腐食性/刺激性 ：皮膚に刺激性があり、皮膚組織に対する弱い損傷性のあることが経験的に知られているこ

とから、区分2とした。

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激 ：眼に刺激があること、また病変があっても数日で回復することが経験的に知られているこ

とから、区分2Bとした。

呼吸器感作性又は皮膚感作性

呼吸器感作性 ：少数のヒトに、吸入・経口摂取・経皮接触でアレルギー症状を起こすことが知られている

（亜硫酸酸化酵素欠損が原因と考えられている）ことから、区分1とした。

皮膚感作性 ：同上（区分1）

生殖細胞変異原性 ：データなし（分類できない）

発がん性 ：IARC （2005）：グループ3（ヒトに対する発がん性について分類できない。）より、

分類できないとした。

生殖毒性 ：データなし（分類できない）
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特定標的臓器毒性 ：吸入により呼吸器を刺激することが、経験的に知られていることから、区分3（気道刺

（単回ばく露） 激）とした。

特定標的臓器毒性 ：亜硫酸塩は感作性物質であり、極めて少数であるが、食品摂取者に喘息の症状が知られて

（反復ばく露） いる。発症者は特異体質者であり、症状の蓋然性が低いと考えられるため、暫定的に区分

2（呼吸器）とした。

誤えん有害性 ：データなし（分類できない）

１２　環境影響情報

生態毒性

水生環境有害性　短期（急性） ：甲殻類（オオミジンコ）EC50値＝118mg/L/48h（SIDS2008）（亜硫酸ナトリウム

無水として）より、区分に該当しないとした。

水生環境有害性　長期（慢性） ：甲殻類（オオミジンコ）NOEC＞13mg/L/21day（SIDS2008）（亜硫酸ナトリウム

無水として）より、区分に該当しないとした。

残留性・分解性 ：データなし

生体蓄積性 ：log Pow＝-4

土壌中の移動性 ：データなし

オゾン層への有害性 ：データなし（分類できない）

１３　廃棄上の注意  

残余廃棄物 ：廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共団体がその処理

を行っている場合にはそこに委託して処理すること。

廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性及び有害性を十分告知の上、処理委託

する。

汚染容器及び包装 ：容器は清浄にしてからリサイクルするか、関連法規並びに地方自治体の基準に従って適切

な処分を行うこと。

空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。

１４　輸送上の注意

国連番号 ：非該当

品名 ：非該当

分類 ：非該当

クラス ：非該当

容器等級 ：非該当

海洋汚染物質 ：非該当

輸送又は輸送手段に関する特別の ：輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのないように積み込み、荷崩

安全対策 れの防止を確実に行うこと。

食品や飼料と一緒に輸送してはならない。

他の危険物や燃えやすい危険物に上積みしないこと。

他の危険物のそばに積載しないこと。

１５　適用法令

労働安全衛生法 ：非該当

毒物及び劇物取締法 ：非該当

消防法 ：非該当

大気汚染防止法 ：非該当

水質汚濁防止法 ：非該当

海洋汚染防止法 ：有害液体物質 Y類物質「亜硫酸ナトリウム溶液（濃度が25重量％以下のものに限る。）」

（施行令別表第1）

船舶安全法 ：非該当

港則法 ：非該当

航空法 ：非該当

道路法 ：非該当

１６　その他の情報

参考文献
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（3）化学物質毒性データ総覧，1976，日本メディカルセンター
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お問い合わせ先

担当部門 ：営業本部　大阪ケミカル営業部

電話番号 ：06-6532-5591

FAX番号 ：06-6532-5597

｢記載内容の取扱い｣

記載内容は、現時点で入手できた資料、情報に基づいて作成しており、新しい知見により改訂されることがあります。

記載データや評価に関しては、情報の提供であって、どのような保証をするものでありません。なお、注意事項は、通常の

取扱いを対象としたものですから、特別な取扱いをする場合には、新たに用途・用法に適した安全対策を実施のうえ、お取

扱い下さい。
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安全データシート












